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【 請 求 項 １ 】
ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） と 、
第 １ の 軸 （ ３ ０ ６ ） を 中 心 と し て 前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） に 回 転 可 能 に 結 合 さ れ た 中  
間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） と 、
前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） に 結 合 さ れ て お り 、 前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） に 対 す る 少 な く  
と も ２ の 角 度 自 由 度 に 関 し て ア ン テ ナ 照 準 （ １ １ １ ） を 配 向 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 位 置  
決 め シ ス テ ム （ ３ ４ ０ ） と 、
前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） と 前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） と の 間 の ア ク チ ュ エ ー タ （ ３ ０  
１ ） と 、 を 備 え る シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 ア ク チ ュ エ ー タ （ ３ ０ １ ） は 、
第 ２ の 軸 （ ３ ２ １ ） を 中 心 と し て 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ た 回 転 要 素 （ ３ ２ ０ ） と 、
  前 記 回 転 要 素 （ ３ ２ ０ ） の 、 前 記 第 ２ の 軸 （ ３ ２ １ ） に つ い て の 回 転 を 駆 動 す る よ う に  
構 成 さ れ た 駆 動 要 素 と 、
前 記 回 転 要 素 （ ３ ２ ０ ） 及 び 前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） に 結 合 さ れ て お り 、 か つ 前 記 駆 動  
要 素 に よ っ て 生 じ る 前 記 回 転 要 素 （ ３ ２ ０ ） の 回 転 に 応 答 し て 、 前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０  
５ ） に 対 し て 前 記 偏 心 要 素 （ ３ ２ ５ ） の 位 置 を 変 更 し た 場 合 に 前 記 第 １ の 軸 （ ３ ０ ６ ） を  
中 心 と し た 前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） と 前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） と の 間 の 相 対 角 度 を  
変 化 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 偏 心 要 素 （ ３ ２ ５ ） と 、 を 含 む 、
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ の 軸 （ ３ ０ ６ ） を 中 心 と し た 前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） と 前 記 中 間 構 造 体 （ ３  
１ ０ ） と の 間 の 相 対 角 度 は 、 前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） の 第 １ の 接 触 点 （ ４ ０ ５ ） と 、  
前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） の 第 １ の 接 触 点 （ ４ １ ０ ） と の 間 の 物 理 的 な 接 触 に よ り 第 １ の  
角 度 に 制 限 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 偏 心 要 素 （ ３ ２ ５ ） は 、 適 合 性 要 素 （ ４ ２ ０ ） を 介 し て 、 前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ）  
に 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 ４ 】
前 記 適 合 性 要 素 （ ４ ２ ０ ） は 、 前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） の 前 記 第 １ の 接 触 点 （ ４ ０ ５  
） と 、 前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） の 前 記 第 １ の 接 触 点 （ ４ １ ０ ） と の 間 に 物 理 的 な 接 触 が  
維 持 さ れ て い る 間 は 、 前 記 第 ２ の 軸 （ ３ ２ １ ） を 中 心 と す る 前 記 回 転 要 素 （ ３ ２ ０ ） の 角  
度 変 位 に 少 な く と も 部 分 的 に 基 づ く 予 荷 重 を 蓄 積 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ に  
記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ の 軸 （ ３ ０ ６ ） を 中 心 と し た 前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） と 前 記 中 間 構 造 体 （ ３  
１ ０ ） と の 間 の 相 対 角 度 は 、 前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） の 第 ２ の 接 触 点 （ ４ ０ ５ ） と 前  
記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） の 第 ２ の 接 触 点 （ ４ １ ０ ） と の 間 の 物 理 的 な 接 触 に よ り 第 ２ の 角  
度 に 制 限 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） の 予 測 経 路 （ ２ ０ ５ ） に 少 な く と も 部 分 的 に 基 づ い て 、 前 記 ア ク チ ュ  
エ ー タ （ ３ ０ １ ） を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ た コ ン ト ロ ー ラ を 更 に 備 え る 、 請 求 項 １ ～ ５  
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、
前 記 目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） の 予 測 経 路 （ ２ ０ ５ ） に 少 な く と も 部 分 的 に 基 づ い て 、 前 記 ベ ー  
ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） と 前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） と の 間 の 相 対 角 度 を 、 第 １ の 角 度 か ら 第  
２ の 角 度 に 変 更 す る よ う に 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ （ ３ ０ １ ） を 作 動 さ せ る か 、 又 は 前 記 ベ ー  
ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） と 前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） と の 間 の 相 対 角 度 を 前 記 第 １ の 角 度 に 維  
持 す る よ う に 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ （ ３ ０ １ ） を 保 持 す る か を 判 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い  
る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、
前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） と 前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） と の 間 の 相 対 角 度 を 第 １ の 角 度  
に 維 持 す る よ う に 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ （ ３ ０ １ ） を 保 持 し 、
前 記 ア ク チ ュ エ ー タ （ ３ ０ １ ） を 保 持 し な が ら 、 前 記 ア ン テ ナ 照 準 （ １ １ １ ） を 前 記 目 標  
装 置 （ １ ５ ０ ） に 向 け て 配 向 さ せ る よ う に 前 記 位 置 決 め シ ス テ ム （ ３ ４ ０ ） を 制 御 す る よ  
う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
当 該 シ ス テ ム に 対 す る 前 記 目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） の 予 測 位 置 に 少 な く と も 部 分 的 に 基 づ い て  
、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ （ ３ ０ １ ） を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ た コ ン ト ロ ー ラ を 更 に 備 え る  
、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 位 置 決 め シ ス テ ム （ ３ ４ ０ ） は 、
仰 角 ポ ジ シ ョ ナ と 、
前 記 仰 角 ポ ジ シ ョ ナ と 前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） と の 間 に あ る 方 位 角 ポ ジ シ ョ ナ と 、 を 備  
え る 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 偏 心 要 素 （ ３ ２ ５ ） は 、 前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） の ス ロ ッ ト に 係 合 さ れ た ピ ン を 含  
む 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 偏 心 要 素 （ ３ ２ ５ ） は 、 連 結 部 （ ３ ３ ０ ） の 第 １ の 端 部 に 結 合 さ れ て お り 、 前 記 中 間  
構 造 体 （ ３ １ ０ ） は 、 前 記 連 結 部 （ ３ ３ ０ ） の 第 ２ の 端 部 に 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ～  
１ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 第 １ の 軸 （ ３ ０ ６ ） は 、 水 平 で あ る 、 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ  
ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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前 記 第 ２ の 軸 （ ３ ２ １ ） は 、 水 平 で あ る 、 請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ  
ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 第 ２ の 軸 （ ３ ２ １ ） は 、 前 記 第 １ の 軸 （ ３ ０ ６ ） に 対 し て 平 行 で あ る 、 請 求 項 １ ～ １  
５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 ア ク チ ュ エ ー タ （ ３ ０ １ ） は 、 前 記 第 ２ の 軸 （ ３ ２ １ ） を 中 心 と し て 前 記 回 転 要 素 （  
３ ２ ０ ） を 回 転 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 旋 回 駆 動 部 を 含 む 、 請 求 項 １ ～ １ ５ の い ず れ か 一  
項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
ア ン テ ナ を 向 け る 方 法 で あ っ て 、
目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） の 予 測 経 路 （ ２ ０ ５ ） を 決 定 す る 工 程 と 、
前 記 目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） の 前 記 予 測 経 路 （ ２ ０ ５ ） に 少 な く と も 部 分 的 に 基 づ い て 、 ア ク  
チ ュ エ ー タ （ ３ ０ １ ） を 制 御 す る 工 程 で あ っ て 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ （ ３ ０ １ ） は 、 ベ ー  
ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） と 、 第 １ の 軸 （ ３ ０ ６ ） を 中 心 と し て 前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） に  
回 転 可 能 に 結 合 さ れ た 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） と の 間 に 結 合 さ れ て お り 、 か つ 、 第 ２ の 軸 （  
３ ２ １ ） を 中 心 と し て 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ た 回 転 要 素 （ ３ ２ ０ ） と 、 前 記 回 転 要 素 （  
３ ２ ０ ） の 、 前 記 第 ２ の 軸 （ ３ ２ １ ） に つ い て の 回 転 を 駆 動 す る よ う に 構 成 さ れ た 駆 動 要  
素 と 、 前 記 回 転 要 素 （ ３ ２ ０ ） 及 び 前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） に 結 合 さ れ た 偏 心 要 素 （ ３  
２ ５ ） と 、 を 含 み 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ （ ３ ０ １ ） を 制 御 す る 工 程 が 、 前 記 ベ ー ス 構 造 体  
（ ３ ０ ５ ） に 対 し て 前 記 偏 心 要 素 （ ３ ２ ５ ） の 位 置 を 変 更 し 、 か つ 前 記 第 １ の 軸 （ ３ ０ ６  
） を 中 心 と し た 前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） と 前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） と の 間 の 第 １ の  
角 度 を 設 定 す る よ う に 、 前 記 駆 動 要 素 を 用 い て 前 記 回 転 要 素 （ ３ ２ ０ ） の 回 転 を 駆 動 さ せ  
る こ と を 含 む 、 工 程 と 、
前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） に 結 合 さ れ て お り 、 か つ 前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） に 対 す る 少  
な く と も ２ の 角 度 自 由 度 に 関 し て 前 記 ア ン テ ナ 照 準 （ １ １ １ ） を 配 向 さ せ る よ う に 構 成 さ  
れ た 位 置 決 め シ ス テ ム （ ３ ４ ０ ） を 使 用 し て 、 前 記 第 １ の 角 度 を 維 持 し な が ら 、 ア ン テ ナ  
照 準 （ １ １ １ ） を 用 い て 前 記 目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） を 追 跡 す る 工 程 と 、 を 包 含 す る 、 ア ン テ  
ナ を 向 け る 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 制 御 す る 工 程 は 、
前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） の 接 触 点 （ ４ １ ０ ） と 前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） の 接 触 点 （  
４ ０ ５ ） と の 間 に 物 理 的 な 接 触 が 達 成 さ れ る ま で 、 前 記 回 転 要 素 （ ３ ２ ０ ） を 回 転 さ せ る  
こ と を 含 む 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 制 御 す る 工 程 は 、
前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） の 接 触 点 （ ４ １ ０ ） と 前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） の 接 触 点 （  
４ ０ ５ ） と の 間 に 前 記 物 理 的 な 接 触 が 達 成 さ れ た 後 に 、 前 記 回 転 要 素 （ ３ ２ ０ ） を 回 転 さ  
せ る 工 程 を 含 み 、 前 記 物 理 的 な 接 触 が 達 成 さ れ た 後 に 前 記 回 転 さ せ る 工 程 は 、 前 記 ア ク チ  
ュ エ ー タ （ ３ ０ １ ） と 、 前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） 又 は 前 記 中 間 構 造 体 （ ３ １ ０ ） の う  
ち の 一 方 と の 間 の 適 合 性 要 素 （ ４ ２ ０ ） を 予 荷 重 す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
第 ２ の 目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） の 第 ２ の 予 測 経 路 （ ２ ０ ５ ） を 決 定 す る 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） の 前 記 第 ２ の 予 測 経 路 （ ２ ０ ５ ） に 少 な く と も 部 分 的 に 基  
づ い て 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ （ ３ ０ １ ） を 制 御 す る 工 程 で あ っ て 、 前 記 制 御 す る 工 程 で は  
、 前 記 第 １ の 軸 （ ３ ０ ６ ） を 中 心 と し た 前 記 ベ ー ス 構 造 体 （ ３ ０ ５ ） と 前 記 中 間 構 造 体 （  
３ １ ０ ） と の 間 の 前 記 第 １ の 角 度 を 維 持 す る 、 工 程 と 、
前 記 位 置 決 め シ ス テ ム （ ３ ４ ０ ） を 使 用 し て 、 前 記 第 １ の 角 度 を 維 持 し な が ら 、 前 記 ア ン  
テ ナ 照 準 （ １ １ １ ） を 用 い て 前 記 第 ２ の 目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） を 追 跡 す る 工 程 と 、 を 更 に 含  
む 、 請 求 項 １ ７ ～ １ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 第 ２ の 目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） は 、 前 記 目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） と 同 じ で あ る 、 請 求 項 ２ ０ に  
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 制 御 す る 工 程 は 、
前 記 第 １ の 角 度 及 び 第 ２ の 角 度 か ら な る 集 合 か ら 前 記 第 １ の 角 度 を 選 択 す る こ と を 含 む 、  
請 求 項 １ ７ ～ ２ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 制 御 す る 工 程 は 、 前 記 位 置 決 め シ ス テ ム （ ３ ４ ０ ） の 方 位 角 能 力 、 前 記 位 置 決 め シ ス  
テ ム （ ３ ４ ０ ） の 仰 角 能 力 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ に 少 な く と も 部 分 的 に 基 づ く 、 請 求  
項 １ ７ ～ ２ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 制 御 す る 工 程 は 、 少 な く と も ２ の 角 度 自 由 度 の う ち の 一 方 の 軸 （ ３ ４ １ 、 ３ ４ ２ ） と  
、 閾 値 を 満 た す 前 記 目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） の 前 記 予 測 経 路 （ ２ ０ ５ ） と の 間 の 角 度 偏 差 に 少  
な く と も 部 分 的 に 基 づ く 、 請 求 項 １ ７ ～ ２ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 制 御 す る 工 程 は 、 閾 値 を 満 た す 前 記 目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） の 前 記 予 測 経 路 （ ２ ０ ５ ） に  
沿 っ て 前 記 目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） を 追 跡 す る こ と に 関 連 す る 、 前 記 位 置 決 め シ ス テ ム （ ３ ４  
０ ） の 予 測 角 速 度 に 少 な く と も 部 分 的 に 基 づ く 、 請 求 項 １ ７ ～ ２ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載  
の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 制 御 す る 工 程 は 、 閾 値 を 満 た す 前 記 目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） の 前 記 予 測 経 路 （ ２ ０ ５ ） に  
沿 っ て 前 記 目 標 装 置 （ １ ５ ０ ） を 追 跡 す る こ と に 関 連 す る 、 前 記 位 置 決 め シ ス テ ム （ ３ ４  
０ ） の 予 測 仰 角 に 少 な く と も 部 分 的 に 基 づ く 、 請 求 項 １ ７ ～ ２ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の  
方 法 。
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